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診療報告書1
2018/12/30報告日富岡動物病院 富岡 昌也 先生

クリモト 様コハル 7015ID（ ）の現時点までの診療結果概要報告です。ご不明点あれば連絡ください。
2018/12/29初診日 再診日

病院名

原発性気管虚脱グレード1診断
慢性喉頭炎鑑別すべき疾患
軟口蓋過長、喉頭虚脱、気管狭窄、中枢気道内腫瘍、好酸球性気管支肺症除外された疾患

一次検査 鼻鏡検査 喉頭および気管気管支鏡検査 胸部CT検査 頭部CT/MRI検査 肺外科生検検査
体重管理 ネブライザー療法 内科治療 吸入療法 気道インターベンション 外科療法 その他治療

胸部異常影主訴1: レッチングretching主訴2:
プロフィール 犬 柴犬 11 歳S 高脂血症既往歴

気管虚脱疑い。12月19日に睡眠中に突然悲鳴あり右前肢挙上、その後も右前肢跛行あり。12月22日（7日前）、CXRにて偶発
的に気管扁平化確認。幼少時よりレッチングか喉頭性咳あり。咳は、飲水時、抱き上げた時にあり、安静時にはない。睡眠時にた
まに咳あり。同居犬なし。

なし びまん性 限局性胸部異常影 Ⅰ/Ⅴ Ⅱ/Ⅴ Ⅲ/Ⅴ Ⅳ/Ⅴ Ⅴ/Ⅴ運動不耐性#：

なし 鼻腔 鼻咽頭 口咽頭 喉頭上気道徴候 0いびきの程度＃： なし睡眠時無呼吸： なし異常呼吸音：

なし スターター 吸気性ストライダー 呼気性ストライダー 両相性ストライダー ゴロゴロ音異常呼吸音
なし 頻呼吸 吸気時開口呼吸 浅速呼吸 努力呼吸 吸気努力 呼気努力 両相性 奇異呼吸努力呼吸

特記不要最大：2BSI
：

ウィーズ ロンカイ クラックル ファインクラックル コースクラックル聴診:肺音

なし 喉頭 中枢気道 末梢気道咳 程度： 連日なし 1-3/日 ＜15秒/咳 終日でない慢性期間：
なし 急性（＜48hs） 慢性（＞48hs） 運動/興奮後/発作性呼吸困難 睡眠時呼吸数： /分期間：

機敏性、反応性問題なし。カフテスト3/5。頸部気管縁触知可。その他

肝酵素上昇(GPT115U/L, ALP255U/L)、CRP0.0mg/dl
CBCおよび血液化学、CRP

動脈血ガス分析
7.42pH 26Paco2 mmHg 95Pao2 mmHg 16.6[HCO3-]a mmol/L -5.9B.Ea mmol/L 24AaDo2 mmHg97.2Sao2 %

問題なし評価：
X線および透視検査

頭部：

胸部：

咽頭開存、軟口蓋過長なし、咽頭背壁過剰＋

Unremarkable 特異所見なし
PTC　原発性気管虚脱（頸部、最小気管径1.5mm)

常に咽頭開存、咽頭背壁過剰、頸部気管が呼吸相にかかわらない扁平化
透視検査：

原発性気管虚脱が疑われます。気管虚脱の確定診断と程度が必要がですが、慢性の咳もあり、喉頭虚脱、慢性喉頭炎、気管狭窄、中
枢気道内腫瘍、下気道感染症、好酸球性気管支肺症と気管支鏡検査での鑑別が必要です。幸いPao2>60mmHgであり、当院呼吸器科
の検査実施基準を満たしており、検査適応となります。

一次検査後のインフォメーション

城下 幸仁、稲葉 健一診療担当獣医

現在のところ見当たらない合併疾患

身体検査 8.15BW kg 38.5T ℃ 102P /分 42R /分 3カフテスト＃: なしタッピング＃:咳誘発：5BCS /9

咳主訴3:

一次検査概要

問診

確定 疑い 可能性

（別添参照）

（別添資料参照）

D0072( )

CT・MRI検査 　実施なし

血液凝固系検査
なし凝固時間延長
（別添参照）

1428ABG_no

鼻鏡検査、喉頭および気管気管支鏡検査、外科手術、治療法詳細は別紙となります。
# ： 各グレード評価は、以下文献または当院HP参照ください。
1）城下幸仁. 犬・猫の呼吸器を診る(第1回)　呼吸器の基礎と体系、診断の過程. SA Medicine 2017;19:63-74.

〒252-0001 神奈川県座間市相模が丘6-11-7　Fax 046-256-6974
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Wilkins RL, Hodgkin JE, Lopez B. Lung sounds A Practical Guide, 2nd ed. St. Louis: Mosby; 1996.
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